
なぜ新市場か？
1. 同時同量という特異な制約があること。

– 世の中にためられないものは他にもある（飛行機の座席、ホテルの部屋
など）。しかし、需給バランスが崩れると市場そのものが崩壊してしま
うのが電気の特徴。多分他にはない。

2. これまでの電源と異質な発電技術への移行期にあること。
– 具体的には、限界費用がゼロだが、コントロールが難しい電源が競争力
を持ちつつあること。

3. さまざまな政策目的を旧一般電気事業者に頼らず実現しようとしていること
– 震災前との対比で。発電・小売に規模の経済性がなくなったから自由化
すると言いながらも、実際は規模の経済が残っていて、それ故に新電力
のシェアは伸びない、というのが震災前の自由化。

– 国も、NTTと新電電の関係のような強い非対称規制に踏み込まない代わ
りに、公益的課題は一般電気事業者の善意に頼っていたのでは？

– 震災後は競争促進に大きく舵を切った結果、公益的課題は市場原理やイ
ンセンティブで誘導することになる。そのための市場が必要になるのは
自然な帰結。

4. いわゆる「しがらみ」 （議論が複雑になる理由）
– 過去のレガシーを多分に引きずっている中での議論。
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現在の電力システムにおける需給バランス調整 2

30分

実需給
（リアルタイム）

1時間前
（ゲートクローズ：GC）

1日前1月前1年前X年前

先渡市場

スポット市場 時間前市場

相対取引

電源保有

BG（ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ）1

BG2

BG3

BG4

d1

d2

d3

d4

D1

D2

D3

D4

BGによる計画値同量（コマ単位の積分値） 系統運用者による同時同量
（システム全体、各瞬間）

積分値の差分
＝インバランス

容量市場

需給調整市場

(間接ｵｰｸｼｮﾝ)
BL市場

余力活用

調整用電源

非化石価値取引市場

Based on スマートメーター情報
（30分値 タイムラグあり）

Based on 周波数



VRE主力電源化時代の電力市場の課題 3

VREの主力電源化（価格破壊）

kWhソース：最経済

需給の変動・不確実性増大

【在来型電源の役割変化】

単一市場化が合理的

設備利用率見通せず

kW/ΔkWソース：期待小

kWhソース：シュリンク

kW/ΔkWソース：提供価値の中心

在来型電源の公共財化
＝市場全体で支える

低圧連系する多数のリソース ・市場の分散化・階層化
・高粒度な価格シグナル（地理的/時間的） デジタル化

電気の競争優位（電化）

脱炭素化 インフラ横断最適化への発展
（ソサエティ5.0の世界）

BGによる需給調整は限界
（制度が徒に複雑化）



電力関連の各種市場 4

1時間前1日前1月前1年前X年前

取引する
価値

時間軸

kWh

kW/ΔkW

非化石価値

ゲ
ー
ト
ク
ロ
ー
ズ

ﾍﾞｰｽﾛｰﾄﾞ市場

先渡市場 先物市場

ｽﾎﾟｯﾄ市場

調整力公募

需給調整市場

時間前市場

非化石価値市場

容量市場

連系線利用ルール(間接オークション)

移行



電力関連の各種市場（2050年） 5

5分前1日前1月前1年前X年前

取引する
価値

時間軸

kWh

kW/ΔkW

非化石価値

先渡市場 先物市場

需給調整市場

ﾘｱﾙﾀｲﾑ市場

非化石価値市場

容量市場

連系線利用ルール(間接オークション)

ｽﾎﾟｯﾄ市場

ゲ
ー
ト
ク
ロ
ー
ズ

VREの主力電源化（価格破壊）

デジタル化

脱炭素化
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